


























                                                 
1 当時、南ベトナムでは南ベトナム解放民族戦線、南部中央局、南ベトナム解放軍、北ベトナムから輸送の任務を
担っている 559 部隊などが活動していたが、本論文ではそれらを総称する際に、解放勢力という言葉を使用する。 
2 ベトナム語では、miền Nam と表記される。本来、ベトナム南部、ベトナム南方という日本語訳を採用すべきだが、
すでに南ベトナムという呼称が一般的になっていると考え、本論文では南ベトナムと表記する。同様に、miền Bắc
も北ベトナムと表記する。 




5 Đảng cộng sản Việt Nam, Văn kiện Đảng, tòan tập, tập 29, 1968 (Nhà xuất bản(NXB) chính trị quốc gia, 2004) pp.41-68. 以
後、この党文献については、VKD と略記し、それぞれの巻号を付記する。例えば、『党文献』の 29 巻の場合は、
VKD-29 と表記する。 
6 グエン・ゴック・ロアンが解放線戦のメンバーだったグエン・ヴァン・レム（Nguyễn Văn Lém）を射殺したシー
ンは、エドワード・アダムス（Edward T. Adams）が撮影しピューリッツァー賞を受賞している。 
7 この点については、多くの書籍があるが、以下のものなどを参考のこと。George C. Herring, LBJ and Vietnam: a 
different kind of war (University of Texas Press, 1994); Walter Lafeber, The deadly bet: LBJ, Vietnam, and the 1968 election 
(Rowman & Littlefield publishers, 2005); Looyd C. Garner and Ted Gittinger eds., The search for peace in Vietnam, 1964-1968 



































                                                 
8 本論文において、テト攻勢とは第一波から第三波のものの総称を意味し、それぞれの攻撃を指す場合には、テト
攻勢第一波、もしくは第一波などと表記する。 















































                                                                                                                          
ス面については、簡単に話ができなかったことが推定できる。タイン・ティン、前掲書、230-231 頁。 
11 第 11 回中央委員会議の決議については、VKD-26, pp.102-118 を参照のこと。また、同決議は、Một số văn kiện của 

























線戦で闘争を行うこと（đấu tranh trên ba mặt trận quân sự - chính trị - ngoại giao）が決定され
た。いわゆる「三面闘争路線」の開始である15。しかし問題は、軍事闘争、政治闘争、外
                                                 
12 Ibid., p. 236. 
13 この「四項目」について言及している先行研究は、遠藤聡「ベトナム労働党の外交闘争と南ベトナム解放民族戦
線−パリ「四者」会談実現の意義−」『早稲田大学大学院文学研究科紀要』（第 43 輯・第 4 分冊、1998 年）4-8 頁を
参照のこと。 
14 第 12 回中央委員会議の決議については、VKD-26, pp.622-651 を参照のこと。また、これまで抗米救国戦争につい











産党による戦史評価の変化−チャン・ヴァン・チャー著作再発行の意義−」『社学研論集』（第 8 号、2006 年）、同「ベ





交路線が提示された会議として扱われている。そのような例として、Những sự kiện lịch sử Đảng, tập III, về kháng chiến 
chống Mỹ, cứu nước, 1954-1975 (NXB thong tin lý luận, 1985) pp. 388-391 や、Ban chỉ đạo tổng kết chiến tranh trực thuộc Bộ 




































                                                                                                                          
用されるテキストである Lê Mậu Hãn(chủ biên), Trần Bá Đệ, Nguyễn Văn Thư, Đại cương lịch sử Việt Nam, tập III (NXB 
giáo dục, 2002) p.209 がある。 
16 第 13 回中央委員会決議の全文は、VKD-28, pp.171-179 を参照のこと。 
17 Ibid., p.176.  
18 VKD-29, pp.57-59.  
19 Ibid., pp.60-61. 1968 年 1 月 21 日に政治局は、南ベトナムにいるファム・フン、ヴォー・チー・コン、チャン・ヴ
ァン・クアンあてに秘密電報を送り、「民族民主平和連合」を設立するように指示している。 
20 Bộ quốc phong viện lịch sử quân sự Việt Nam, Lịch sử kháng chiếng chống Mỹ cứư nước, tập V, tổng tiến công và nổi dậy 




































ン、グエン・ズイ・チン(Nguyễn Duy Trinh)、レー・タイン・ギ(Lê Thanh Nghị)、ヴァン・
ティエン・ズン(Văn Tiến Dũng)、チャン・クオック・ホアン(Trần Quốc Hoàn)、レ・ドゥッ
ク・トの政治局員の他に、中央軍事委員会のトー・ヒウ(Tố Hữu)、レ・ヴァン・ルオン(Lê 
Văn Lương)、ソン・ハオ(Song Hào)、グエン・ヴァン・ヴィン(Nguyễn Văn Vịnh)、チャン・
クイ・ハーイ(Trần Quý Hai)らも参加した。政治局会議では、可能であれば同じ日の同じ時
                                                 





ことを第一とし、グエン・ヴァン・ティエウ（Nguyễn Văn Thiệu）、グエン・カオ・キ（Nguyễn 



































                                                 
22 LSKCMN, p. 35. 




























                                                 
24 Hồ Chí Minh Toàn Tập, tập 10 (NXB Sư thật, 1989) pp. 635-636. 










のものを使用していると推測できる。ベトナム古田元夫『ホー・チ・ミン』（岩波書店、1996 年）163 頁。 
27 Viện nghiên cứu chủ nghĩa Mác – Lê Nin và tư tưởng Hồ Chí Minh, Hồ Chí Mih Biên niên tiểu sử, tập 10 (NXB Chính trị 













ミン市にある「ベトナム南部女性博物館（Bảo Tàng Phụ Nữ Nam Bộ）」と、フエにある「ホ




































も説明している。3 月 19 日、ホーは中国の周恩来首相にあてて、彼の希望が承認されるよう支援してくれることを
求める手紙も書いている。ハノイでは、この要求は暗黙のうちに棚上げされた」。William J. Duiker, Ho Chi Minh (Allen 
& Unwin, New York, 2000) p. 558. ホー・チ・ミンから周恩来への手紙についても、『略伝』に所収されている。この
点については、後述する。 
29 Ban quản lý các khu di tích lịch sử cách mạng Miền Nam – Tỉnh Tây Ninh, Di tích lịch sử - văn hoá Căn cứ Trung Ương 





































(10.3.68)  1 
(1968年3月10日）  
△ ○ ○ ○ 




× ○ ○ ○ 
Chú アDuẩn thân mến,       1 1 
親愛なるアズアンさんへ       
△ ○ ○ ○ 
Nhớ lại hồi Nôen năm ngoái, Chú có ý khyên B.1) đi thăm miền 





○ ○ ○ ○ 
Nhưng nay chỉ đổi chữ “sau” thành chữ trước ngày thắng lợi 
hoàn toàn, tức là đi thăm khi anh em trỏng2) đang chuẩn bị イmở 





△ ○ ○ ○ 





○ ○ ○ ○ 
Cách đi, B. sẽ ウlàm công trên một chiếc tàu thuỷ.  1 
移動手段については、私はウ船の上で労働者になるつもりで
す。 
× ○ ○ ○ 4 





Việc này B. tự thu xếp, dễ thôi. 3 
これは簡単なことですので、私自身で手配できます。 
× ○ ○ ○ 
Lúc đến anh em trỏng chỉ phụ trách đón エkhi tàu cặp bến Miên 





× ○ ○ ○ 
Ở lại. 1 
滞在について。 
× ○ ○ ○ 
Tuỳ điều kiện mà quyết định: ít là mấy ngày, nhiều nhất cũng chỉ 
trong một tháng.  
2 
条件次第：最低でも数日、最大でも1か月以内。 
× ○ ○ ○ 




× ○ ○ ○ 
Có lẽ Chú và dồng chí khác e rằng sức khoẻ của B. không cho 




○ ○ ○ ○ 
Nhưng, thay đổi không khí, hô hấp gió biển và sinh hoạt với quần 






○ ○ ○ ○ 
Lịch trình đi thăm - cần mươi ngày để chuẩn bị. 8 1 
訪問のスケジュール - 準備をするのに10日を要します。
× ○ ○ ○ 
Vượt biển độ 6 ngày. 9 1 
海路を行くのに約６日。 
× ○ ○ ○ 
Từ bến tàu đến địa điểm độ dăm hôm. 10 1 
船着き場から目的地まで数日。 
× ○ ○ ○ 
Vậy nhờ Chú tính ngày cho khớp, một mặt cho B. biết trước để 





× ○ ○ ○ 
12 1 Để đảm bảo thật bí mật, Chú chỉ nên bàn việc này với một số ít 
đồng chí trong B. C. T3). 





Mong chờ Chú trả lời. 13 1 
お返事をお待ちしております。 
× ○ ○ ○ 
数行の間隔 × × × ○ 
Trước khi đi Rumani, hai đồng chí Côn và Lành có ghé thăm Bắc 




× × × × 
Sức khỏe của B. không ngừng tiến bộ, càng gần ngày ấm, càng 





× × × × 
Chúc chú và tất cả anh em mạnh khỏe. 15 1 
皆さんのご健康をお祈りします。 
× × × × 
Chào thân ái và quyết thắng 16 1 
敬具、必勝 
× × × ○ 
B. 17 1 
B 
× × × ○ 
原典の注 
B. có nghĩa là Bác.     １） 
Bは、おじさん[ホー・チ・ミンのこと]を意味する     
Anh em trong ấy (cách gọi lối miền Nam).     ２） 
南の兄弟(ベトナム南部での呼び方).     
B.C.T. tức là Bộ Chính trị     ３） 













                                                 
30 注 28 も参照のこと。また、南ベトナムへの移動・輸送ルートをホーチミンルートと定義するならば、チュオン
ソン（アンナン）山脈を通るルートは、狭義のホーチミンルートと呼ぶことができる。最近ベトナムで出版された
書籍では、南ベトナムへの移動・輸送ルートとして５つのホーチミンルートに言及している。Đặng Phong, 5 đường mòn 
Hồ Chí Minh (NXB Tri thức, 2008)を参照のこと。 










































                                                 
32 HCMBNTS, p. 159. 
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幕の
解釈    
テト攻勢第二
波を第三幕と




攻勢第二波（第三幕）    
             
            




テト攻勢第二波（第三幕）    
             
            






   
            
         
   
テト攻勢第二
波を第三幕と
捉えない   
テト攻勢第一波における軍事攻
撃（第一幕）、総蜂起（第二幕）、




           
          









































                                                 




35 Duiker, op. cit., p. 558. 






































                                                 
37 VKD-29, p. 161. 
38 HCMBNTS, pp. 167−168. 
39 HCMBNTS, p. 159. 











































                                                 
42 Mai Chí Thọ, Hồi ức Mai Chí Thọ, Theo bước chân lịch sử , tập 2 (NXB Trẻ, 2001) pp. 168-174. 
43 Trần Văn Trà, “Thắng lợi và suy nghĩ về thắng lợi,” Chung một bong cờ (NXB Chính trị quốc gia, 1993) pp. 311-312. 
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鹿児島県立短期大学地域研究所「研究年報」第42号（2010） 
おわりに 
 本論文では、1968年3月10日に北京にいるホー・チ・ミンからハノイにいるレ・ズアン
にだされた手紙の内容分析をすると同時に、その手紙の内容と関連する資料から、なぜテ
ト攻勢第二波が発動されたのかについての分析を行った。その際に、「ホーの手紙」の中で
言及されている「第三幕」、「適切な時期」とはどういった意味なのかについての仮説を提
示し、検討を行った。 
 現在、ベトナムにおいて「ホーの手紙」は5つ公開されているので、5つの「ホーの手紙」
を比較分析し、内容の確認を行った。「ホーの手紙」の内容については、テト攻勢開始以前
の1967年クリスマスに、ホー・チ・ミンとレ・ズアンの間で、完全勝利を勝ち取った後は
ホー・チ・ミンが南ベトナムを訪問する計画が話し合われていたこと、テト攻勢で完全な
勝利がもたらされない状況下でもホー・チ・ミンは南ベトナム訪問の希望を持っていたこ
となどを紹介した。また、「ホーの手紙」では、「第三幕開始の準備をしている時」が、訪
問の「適切な時期」と言及されている。この「第三幕」が何を意味するのか、「適切な時期」
とはどのような時期なのかについて、5つの仮説を提示し、それぞれの仮説について検討
を加えた。 
 本稿では、「第三幕」とは、軍事闘争（大都市への攻撃）、政治闘争（民衆の総蜂起）に
続く外交闘争を意味していて、外交交渉を有利に導くために、国際世論やアメリカの国内
世論に訴えかけるようなインパクトのある軍事行動が企画され、それがテト攻勢第二波発
動につながったのではないかという推論を立てた。この推論を証明するために、当時のレ・
ドゥック・トの動きに焦点をあてて分析を試みた。種々の資料から、レ・ドゥック・トの
南ベトナム派遣は単なる軍事行動の計画立案、実行、評価ではなく、外交交渉の打ち合わ
せと、外交交渉を有利に進めるために追加的な軍事行動の必要性の説得にあったのではな
いかという推論を導き出した。 
 
 
付記 
 本研究は、平成22年度科学研究費補助金（若手研究（B）課題番号50386562）の助成
による研究成果の一部である 
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